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単独固着型ツリガネムシの形態的特徴とその固着分
布
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図１２低密度時の分布パターンの分析
Ｓ２/叉の値が１．ならばポアソン分布を，０７より小なら
均一分布○s２＝パリアンス，又は平均固着密度。
先着個体の干渉
一
別に培養した幼生を新しいシャーレに順次追加しながら固着させていくと，追加
された幼生はすぐに固着せず長時間遊泳するものが増えることが観察された。そこ
で，新しいシャーレの一部分（４Ｘ５区画）を仕切って，そこでの幼生の固着率を
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調べた。初回に多数の幼生を移し入れ，３０分後に計数すると２０７個体（平均密度
１０．３）が固着していた。ついで，外液を多数の新幼生の入ったものと取り換えて１
時間後に調べると全固着数は255個体（平均密度１２７）で，追加幼生の固着率は
初回を基準にするとその２３％に減少している。そこで再度多数の新幼生の入った
外液と交換して１時間後に計数すると全固着数は３０４個体で，追加幼生の固着率は
先住個体数のほぼ２０％である。これらのことから，先着細胞と後着幼生との間に
なんらかの固着抑制現象があるのではないかと予想できる。
そこで，あらかじめツリガネム
シを一様に固着させたカバーグラ
ス（１８Ｘ18mm）を使用し，これを
新しいシャーレ底の中央に沈めて
固定し，新幼生を追加して数日間
培養し（３日目に外液交換），そ
の間の器底各区画の密度と分布
ＴＲＡＮＳｌＴＩＯＮＯＦＰＯＰＵＬＡＴｌＯＮＤＥＮＳ１ＴＹ 
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]工n台一の偏りがどう変化するかを調べた（図－１３）。その結果 培養開始
2６１ 後しばらくの間はどの区画も固着
ﾛﾛ■■－丁個体数はぼぽ一様に増加するが，先着母集団（カパーグラス上）の
密度は約30個体/4㎡に達した
時点以後はほとんど増加しなくな
る。この間，母集団地域以外の器
底では密度が増加し続け，数日後
ついに母集団と等しい密度に達し、
器底全域にわたって分布密度はほ
ぼ等しくなる。この密度増加は先
着母集団との距離とは関係なく，
どの区画もほぼ均等であり．先着
￣ 
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図１３人為的に偏りをつけた分布の変遷
上図から培養初日，４日目，５日目
６日目のシャーレ内区画あたりの平
均密度。最下図中の破線は初日の固
着密度を示す。
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母集団の密度が一時的に低下し，集団外の器底へ移住する“なだれ”現象もみられ
ないようである。
これらの結果から．先着母集団地域（カパークラス上）はそれ以外の器底地域に
比較して確かに固着率が低いと言えよう。しかし，もし幼生の固着率に先着成体が
なんらかの干渉をしているなら，またその抑制要因が化学物質によるものと仮定す
るなら，先着集団に隣接する区画と離れた区画とで固着率に相違があるはずである。
固着率におよぼす餌の影響
上記矛盾を説明できる要因として．ツリガネムシは餌の多量にある地域に集まる
化学走性を示すのではないかと想像した。この作業仮説を証明するために，洗浄し
たカバーグラスと，培養液中に数日間沈めておいてツリガネムシの餌となる細菌を
表面に付着させたカパークラスとに対する幼生の固請率を調べた（図-14）。両カ
バーグラスを新しいシャーレ内に沈め幼生を追加してその固着状態をみると清浄カ
ヘ
バーグラスは器底地域とほぼ同率（５６．２％）の固着率を示した。一方細菌の付着し
たカバーグラスの固着率は95.4％で，投入した幼生のほとんどすべてがこのカバー
クラス上に固着したことになる。
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図１４幼生の固着率におよぼす餌の影響
Ａ・洗浄カパークラス、Ｂ・餌細菌を
付着させたカバークラス。
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このような圧倒的高固着率を引き起こす要因に餌となる細菌がなりうることから，
前項の実験では先着母集団のカバーグラス上に多量に含まれる細菌の固着促進効果
によって，先着母集団の新幼生固着抑制効果がかなり相殺されて結果がでているも
のと考えてよさそうである。しかし現段階では，この抑制効果が化学的`情報によっ
て仲介されているのか，物理的情報によるのか全く不明である。単細胞動物にみ
られるこの現象は高等動物における“なわばり，'現象の起原を暗示するものと考え
ることはできないであろうか。
昆種ソーリガネムン混合培養の効果
単独固着型のツリガネムシ幼生の固着が集団固着型個体の存在によって，どのよ
うな影響をうけるか，後者を培養したシャーレ内に前者の幼生を投入して混合培養
を試みた。通常両者は生息する水質を異にするが、両種混合状態でもしばらくは共
存することがわかった。この間どちらも別個に培養した場合と同様に固着分布して，
単独型の個体が集団型の集団内に混在したり，集団型のものが集団を解除して単独
型に混合したりすることは全くみられなかった。
つまり，それぞれの種に特有の固着分布型を独立に維持し続け，固着型を異にす
れば分布に関する共通の'情報をもっていないらしい。結局このような機序がそれぞ
れの種の棲み分けを可能にしていると考えられる。
要約
1．単独固着種（２種）が採集でき，それらの外形の共通特徴を集団固着種（４
種）のものと比較した結果，細胞の外形と固着型との間に密接な関連のあることが
判明した。つまり。前者は後者よりも成体の周口部巾が体巾錆よび体長に比して狭
い。それらの幼生にも類似の傾向がみられた。
2．単独固着種の生息環境は，主として強腐水性であり，餌の細菌の過多や欠乏に
対して集団固着種よりもはるかに高耐性であった。
３．本種では，増殖に伴なう幼生化は，集団固着種のように両娘細胞同時に変態す
るのではなく，片方のみが幼生化し遊出するか，又はその後残りの娘細胞も遅れて
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遊泳幼生となる。
４．本種の野生株をバッチ培蕊して，その固着分布を検定した。区画当りの平均個
体数が10以上の時にはポアソン分布を示したが'１～３の範囲で侭均一化の傾向が
みられた。また，野生株の幼生を新しいシャーレに移した時の固着分布にも類似の
密度範囲で．同様な結果が得られ】に｡
５．新シャーレに，本種の幼生を順次追加しながら固着させていくと，追加幼生の
固着率が次第に低下した。このことから先着細胞と後着幼生との間になんらかの固
着抑制現象が予想された。
６．ツリガネムシを一様に固着させたカバーグラスを新シャーレ中央に固定し０新
幼生を追加して数日間培養した結果Ｊ先住母集団以外の器底ではどこもほぼ均等に
密度増加がみられ数日後ついに母集団とほぼ等密度になった。つまり母集団地域外
では固着抑制現象がみられなかった。
７．清浄したカバーグラスよりも，解となるバクテリアの付着したカパーグラスに
対する幼生の固着率の方が圧倒的に高く，餌の固着促進効果が明らかになった。
８．両固着型ツリガネムシの混合培養-では，単独固藩型の種が集団内に混在したり，
集団固着型のものが集団を解除して，単独型の種と混合し・たりすることばなかった。
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